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問 8 C2 級の関数 u : R2 3 (x, t) 7→ u(x, t) ∈ R と正定数 c があるとき、

ξ = x− ct, η = x + ct, v(ξ, η) = u(x, t), すなわち v(ξ, η) := u
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とおく。このとき次式を証明せよ (左辺、右辺のどちらから始めても良い、余裕あれば両方)。
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